田無神社・弘化二年銘「石盥」考 : 刻された書の美の考察を中心として by 廣瀬 裕之
















































































































新しいものと交換するにあたり、それまで用いられてきた弘化二年銘「石盥」に刻されてい 銘文全文をこれにも同様に刻し、さらにこの新石盥を奉納したことを記した冒頭の文章を追 ている。 石盥の正面 刻された中央の三つ巴
どもえ
の
紋所とその右左に一字ずつ刻された「奉」 「獻」という隷書の文字は、 従前の石盥の写しである 【写真３ ・ ４】 ことが判った。　
ところで、現在の石盥に取り換えられてはや三十五年の歳
月が経過している。今年平成二十九年三月末日に仮移動するまでこの古い石盥 同神社西門のすぐ北側の柵の内側奥に置かれていた。銅板製の三角屋根のような蓋をしてあまり人から見えないように外の道との境界柵に接して置かれ いた【写真２】ので、私は今までこの存在に気付かなかった。現在の石盥の銘文より、最初 が作られた時期から想定て銘文 揮毫者は江戸時代に医師であり田無一の能書家と称された賀陽玄雪の書の可能性 高いと気にしていた。しか 、もう存在しないものと、あきらめていた ころだった。　
すぐに拝見しに伺うと、肝心の銘文のある位置（裏面）が、

















































気が出てきた頃であったということを見逃せない。養老田碑銘文には、 「飢饉のときは庶民を救 、災難があったときは、お上（君主）を助け 困窮を憐れみ、紛争があるときは解決し、官林（御用林）を茂らしみのりを増やし、民租（民の税）を減らした。いろいろな世助けをし、世俗を良くするために為さないことはなか 」 原文は漢文・拙訳）
（注３）
とある。半兵衛は、この間、金銭を惜しまず





この石盥の大きさは、 真上から見た外側の大きさが、 縦四四 ・ 五㎝、
横一〇七 ・ 五㎝であり、水槽の部分 内側 最大寸法が、縦二七 ・ 五㎝、 九 ・ 五㎝である。深さは、一七 ・ 〇㎝である。水槽部の底に、水抜き用の小さい穴が一つ【写真５中央やや右より 黒い点にみえる所】 、裏面に向かってあけてある【写真６中央】 。水をためておくときは写真５の穴 銓をし いたものと思われる。裏面中央下部に水を抜いた時の水流 跡を示す変色したシミのようものが残っている。
　
また、正面から見た高さが四四 ・五㎝、上部の横が一〇七 ・五㎝、
下部の横が一〇二 ・ 〇㎝である。正面に三つ巴の紋所と隷書「奉献」の浮彫がある。用いられた石材が、上等で硬い本小松石が得られたので、前面「奉献」の二文字を、同石の彫刻として他にあまり例を見ない、手がとても込んだ浮き彫りで刻すことができたといえよう。現在の石盥にこの文字の写しが刻されていることは、先に述べたが、比較してみるとその良さ（技術 高さ）の度合いがよくわかる【写真３ ・ ４】 。半兵衛奉納の のは、文字の後ろに唐草模様を少し立体的に施し、文字を更に浮き出たせ、精緻に仕上げ 。 の美しさの差は、光りを当ててみると更に判 日光が木漏れ日となって石盥に照ると 刻とその光線の陰影が、共鳴する ごとく一層、美が増幅する。これはまさに匠の技 計算し尽くして刻 ていること 判る。　
村民のためには財を惜しまずかつ神仏にも信仰心がとても厚かっ
た名主下田半兵衛だから そ 高級石材を入手 技術 高い精巧な石工に依頼といった、この二つを為し げることができ ものと思われる。　
裏面には、 「下田半兵衛富宅謹誌」と記された、語句を中国的に
















































































































































































































































起き」 （食い違うことが い時つまり、争いごとがない時でも疾病が偶発して起こり）と読め、先 記述と整合性があるように思われる。 単なる誤読ではなく、 石盥を再建する時 「毎」 を誤りと考え、 「無」に修正したのではないかと推定する。　
しかし、ここでいう牴忤とは人為的なことではなく、私は天候の
くい違いつまり、天候不順を指している 考えたい。天候不順（飢饉を含む）のときごとに、 やり病が偶然に発生し ということが想像できる。そ ために下田半兵衛による、田無常駐 医者としての賀陽玄雪の招聘に至るのである。　
この文字は、深い刻線を眼でたどると明らかに「毎」を示してい















　《古》 のように 「應令」 とすると 「神様の命令に応ずる」 となり、 「應合」 とすると 「合することに応ずる」 となる。拓本及び原刻を過眼し、刻線を観察 、仮に下部が「口」とする 一画目の縦画が存在しない。原刻写真を見ると一見「今」のように見えるが、更に最終画の部分をよく観察すると 「ヽ





























ら医師としての仕事以外に、書の腕前をも見込んでの依頼（代筆）もかなりあったことと考えられる。玄雪の行草書および漢字仮名交じりの書の書風については、拙論「桜樹接種記碑」に いて でに述べた。落款入りであり個性の満ち溢れた動き 大きい行草書作品はいくつか現存する。しかし、玄雪の楷書に関しては落款入りのものが現存しない。そこで、これらの行草書作品の書の特徴から、まず、玄雪の書の特徴（癖）をとらえ、楷書 も応用して考えてみることとした。　
賀陽玄雪の書の代表作として有名な、総持寺にある巨碑「大施餓
























表②の 「村」 は木へん第一画めと第三画めの線の方向と角度、 「起」








いていることから、おそらく下田半兵衛に依頼され賀陽玄雪が半兵衛の意を汲んで起草したものと思われる。江戸時代の書でありならお家流の片燐も見られない漢学者の間で流行した唐様 る。整った中に中国北魏の楷書を思わせる線 力強さを秘めた楷書でもあり、字形のしっかりとしたものが多く格調の高い書である。横画の起筆部分を長めにするところや、心の２画目を大きく下げて書くところなどに玄雪の書 個性的な特徴が見られ 。　
書は賀陽玄雪、奉納者は下田半兵衛富宅、石工名は不明だがかな
















 廣瀨裕之 ﹃養老田碑と賀陽玄順の書﹄ （ 「武蔵野大学教職研究センター紀要」
第
3号所収）平成
27年
3月
 
武蔵野大学教職研究センター
・廣瀨裕之﹃武蔵野の碑と書・西東京市田無―養老畑碑・養老田碑考﹄ （土
屋忍編「武蔵野文化を学ぶ人のために」 （平成
26年
7月
　
世界思想
社刊・所収）
・廣瀨裕之﹃桜樹接種碑考﹄ （ 「武蔵野大学教職研究センター紀要」第
2号
所収）
 
平成
26年
3月
　　　　　
武蔵野大学教職研究センター
・田無市史編さん委員会「田無市史」第
1巻中世・近世資料編
 
平成
3年
3月
　　　
田無市企画部市史編さん室
・田無市史編さん委員会「田無市史」第
3巻通史編
 
平成
7年
1月
　　　
田無市企画部市史編さん室
・西東京市中央図書館地域・行政資料室編「田無いま・むかし合本」 
平成
14年
3月
　
西東京市中央図書館地域・行政資料室
・倉間勝義・岩淵久編「多摩の人物史」昭和
52年
6月
 
武蔵野郷土史刊行会
＊武蔵野大学教育学部
